
築上町人口ビジョン
令和5年度改訂版のポイント



人口ビジョンとは

• 築上町における人口の現状分析と将来
展望を行い、町の施策の基礎として活用
するもの。

• 特に、地方版総合戦略において、まち・ひ
と・しごと創生の実現に向けて効果的な
施策を企画立案する上での重要な基礎
として位置付けられる。

趣 旨

• 人口の現状分析は、国勢調査等の統計
資料を用い、過去からの推移を整理。

• 人口の将来展望については、町独自に
2060年までの人口推計を実施。町内各
地域ごとにコーホート要因法を用いて男
女別・5歳階級別に算出。

• 出生等の仮定を変えて二種類の独自推
計を実施。

概 要

活用例

•人口減少対策関連事業の企画

築上町まち・ひと・しごと創生総合戦略

•高齢者福祉や児童福祉等の各分野個別計画の基礎

•将来推計人口や年代別推計を踏まえた事業の企画や見直し

各課が所管する個別計画・事業

•将来推計人口を踏まえた施設の統廃合・適正配置

公共施設等総合管理計画

•将来の人口規模や年齢構成を見据えた行財政経営

行財政改革



社会動態

人口に関する現状分析

自然動態 築上町の人口の推移

5,902 5,487 
4,559 

3,724 
2,987 2,654 2,428 2,232 1,911 

16,602 16,633 

15,852 

14,852 

13,741 

12,534 

11,225 

9,959 

8,650 

3,190 3,577 
3,972 

4,480 
5,120 

5,642 
5,880 

6,367 
6,566 

1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年

0～14歳 15～64歳 65歳以上 不詳

地区 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年

椎田
5,866 5,594 5,430 5,127 4,970 4,566 

(100) (95.4) (92.6) (87.4) (84.7) (77.8)

八津田
2,906 2,769 2,763 2,659 2,716 2,749 

(100) (95.3) (95.1) (91.5) (93.5) (94.6)

葛城
2,414 2,322 2,212 2,019 1,919 1,724 

(100) (96.2) (91.6) (83.6) (79.5) (71.4)

西角田
1,568 1,450 1,332 1,241 1,080 1,011 

(100) (92.5) (84.9) (79.1) (68.9) (64.5)

上城井
1,659 1,470 1,320 1,108 963 830 

(100) (88.6) (79.6) (66.8) (58.0) (50.0)

下城井
2,495 2,464 2,313 2,120 1,867 1,688 

(100) (98.8) (92.7) (85.0) (74.8) (67.7)

築城
6,162 5,779 5,467 5,270 5,072 4,621 

(100) (93.8) (88.7) (85.5) (82.3) (75.0)

総数
23,070 21,848 20,837 19,544 18,587 17,189 

(100) (94.7) (90.3) (84.7) (80.6) (74.5)

25,699 25,706

24,383
23,070
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17,189

 築上町では自然動態（出生－死亡）、社会動態（転入－転出）のいずれも長期的にマイナスの状況が継続。
 その結果、1980年から2020年にかけ町の総人口は約8,500人減となった。
 地域別に見ると、特に上城井地区など山間部において人口減少が顕著。
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少子化の背景
• 人口置換水準を下回る合計特
殊出生率

• 女性人口の減少
• 晩婚化の進展と未婚率の上昇

※（）内の数字は1995年時点の人口を100とした時の指数

（単位：人） （単位：人） （単位：人）



将来推計人口①

将来人口推計結果 人口構造の変化の見込み

• 出生率が高く移動（転出）が縮小すると仮定した「町独自推計A」と、出生率が低く移動（転出）が拡大すると仮定した「町
独自推計B」の二種類の人口推計を実施。

• いずれの場合も長期的な人口減少は避けられないと見込まれる。
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地区別総人口の見込み

将来推計人口②

小地域別（大字単位）の人口分布の変化の見込み

地区 2020年 2045年 2060年

椎田
4,566 3,113～3,362 2,478～2,938

(100) （68.2～73.6） （54.3～64.3）

八津田
2,749 2,536～2,801 2,321～2,933

(100) （92.3～101.9） （84.4～106.7）

葛城
1,724 994～1,065 703～817

(100) （57.7～61.8） （40.8～47.4）

西角田
1,011 587～627 425～481

(100) （58.1～62.0） （42.0～47.6）

上城井
830 356～363 220～235

(100) （42.9～43.7） （26.5～28.3）

下城井
1,688 919～957 600～664

(100) （54.4～56.7） （35.5～39.3）

築城
4,621 3,000～3,224 2,201～2,555

(100) （64.9～69.8） （47.6～55.3）

総数
17,189 11,505～12,399 8,948～10,623

(100) （66.9～72.1） （52.1～61.8）

• 将来の地区別人口は、八津田地区以外の全ての地区で大きく減少すると見込まれる。特に、上城井地区、下城井地区、葛
城地区、西角田地区では、2060年の人口が2020年の半数以下となる可能性が高い。

• 2060年には山間部の多くの小地域（大字単位）で人口が100人未満となると見込まれる。

※（）内の数字は2020年時点の人口を100とした時の指数

2020年人口分布 2060年人口分布
（町独自推計A）

（単位：人） （単位：人）


